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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月18日(2019.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電力を発電し出力する発電装置及び前記発電装置から出力される電力を蓄電する蓄電装
置に接続される電力制御装置であって、
　前記発電装置の出力を制限する出力制御情報を受信する出力制御情報受信部と、
　前記出力制御情報を受信した場合に、前記発電装置から電力系統に出力される電力供給
量が閾値以下となるように前記蓄電装置の蓄電量を増加させる制御部と、
　を備えたことを特徴とする電力制御装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記蓄電装置の蓄電量の増加により電力供給量が前記閾値以下とならな
い場合に、前記電力供給量が前記閾値以下となるように前記発電装置の出力を制限するこ
とを特徴とする請求項１に記載の電力制御装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記蓄電装置の蓄電量の増加により前記電力供給量が前記閾値以下とな
らない場合に、電力供給量が前記閾値以下となるように前記発電装置から前記電力系統に
出力される電力を１または複数の電気機器で消費させることを特徴とする請求項１に記載
の電力制御装置。
【請求項４】
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　前記制御部は、前記蓄電装置の蓄電量の増加及び前記電気機器での電力消費によっても
前記電力供給量が前記閾値以下とならない場合は、前記電力供給量が前記閾値以下となる
ように前記発電装置の出力を制限することを特徴とする請求項３に記載の電力制御装置。
【請求項５】
　前記発電装置の出力は直流電力として前記蓄電装置に直接入力されることを特徴とする
請求項１から４の何れか１項に記載の電力制御装置。
【請求項６】
　複数の時間帯における前記発電装置の発電量を発電量実績テーブルとして記憶すると共
に、複数の時間帯における前記電気機器の電力消費量を消費電力量実績テーブルとして記
憶する記憶部を備え、
　前記制御部は、前記出力制御情報に含まれる複数の時間帯における前記発電装置の出力
抑制量を出力制御スケジュールとして受信し、
　前記出力制御スケジュール、前記発電量実績テーブル及び前記消費電力量実績テーブル
に基づき、第１の時間帯において前記発電装置の出力を制限する必要があると判断した場
合に、前記第１の時間帯までに、前記蓄電装置の蓄電電力を放電するよう前記蓄電装置を
制御することを特徴とする請求項３又は４に記載の電力制御装置。
【請求項７】
　天気情報を受信する受信部を備え、
　前記発電量実績テーブルは、異なる天気の状態に応じた複数の時間帯における発電量で
あり、
　前記消費電力量実績テーブルは、異なる天気の状態に応じた複数の時間帯における電力
消費量であることを特徴とする請求項６に記載の電力制御装置。
【請求項８】
　電力を発電し出力する発電装置及び電力系統に接続され電力を消費する１または複数の
電気機器と接続される電力制御装置であって、
　前記発電装置の出力を制限する出力制御情報を受信する出力制御情報受信部と、
　前記出力制御情報を受信した場合に、前記発電装置から電力系統に出力される電力供給
量が閾値以下となるように前記発電装置からの出力を前記電気機器で消費させる制御部と
、
　を備えたことを特徴とする電力制御装置。
【請求項９】
　前記電気機器の消費電力情報を記憶する記憶部を備え、
　前記制御部は、前記記憶部に記憶される前記消費電力情報に基づいて前記電気機器の動
作を制御することを特徴とする請求項８に記載の電力制御装置。
【請求項１０】
　前記出力制御情報は、電力供給者から発信される制御情報であることを特徴とする請求
項１から９の何れか１項に記載の電力制御装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、計測された電力供給量の前記閾値が零ワットに近づくように制御するこ
とを特徴とする請求項１から１０の何れか１項に記載の電力制御装置。


	header
	written-amendment

